
　

東
日
本
大
震
災
が
起
き
て

十
年
。
折
し
も
こ
の
二
年
近

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ

た
た
め
に
、
お
の
ず
と
震
災

と
い
う
自
然
災
害
と
感
染
症

の
流
行
と
い
う
公
衆
衛
生
学

的
事
態
の
両
方
が
重
ね
合
わ

せ
ら
れ
る
時
を
過
ご
す
こ
と

に
な
り
、
直
接
的
に
は
関
係

の
な
い
両
者
に
時
間
軸
の
補

助
線
が
引
か
れ
る
こ
と
で
、

問
題
を
複
合
的
か
つ
総
合
的

に
捉
え
る
ま
な
ざ
し
が
生
ま

れ
て
き
た
。

　

本
書
『
死
者
の
力
』
は
、

そ
う
し
た
節
目
と
な
る
両
義

的
な
年
に
、
こ
の
十
年
を
総

括
的
に
振
り
返
っ
て
見
る
視

座
と
資
料
を
十
分
に
提
供
す

る
宗
教
学
の
優
れ
た
成
果
で

あ
る
。
二
人
の
著
者
は
、
と

も
に
若
い
頃
か
ら
ユ
ン
グ
や

心
理
学
に
興
味
を
持
ち
、
博

士
論
文
で
は
ユ
ン
グ
や
宗
教

心
理
学
を
主
要
テ
ー
マ
に
し

て
い
る
点
で
同
志
的
な
連
帯

を
共
有
し
て
い
る
。
そ
の
二

人
が
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

基
づ
い
て
、
宗
教
心
理
学
と

い
う
宗
教
学
の
重
要
領
域
の

研
究
の
蓄
積
を
踏
ま
え
て
、

可
能
な
限
り
体
系
的
に
、
組

織
的
に
、
総
合
的
に
被
災
地

に
お
け
る
「
死
者
」
の
問
題

を
分
析
し
、
考
察
し
て
い
く
。

　

全
体
は
、
五
章
に
分
か

れ
、
高
橋
原
執
筆
の
「
は
じ

め
に
」
と
堀
江
宗
正
執
筆
の

「
結
論
」
と
長
め
の
「
あ
と

が
き
に
代
え
て
」
と
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
「
参
考
資
料
」

を
加
え
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。
各
章
は
そ
れ
ぞ
れ
、
章

題
に
「
力
」
が
付
い
て
お

り
、
第
一
章
「
物
語
の
力
」、

第
二
章
「
儀
礼
の
力
」、
第

三
章
「
絆
の
力
」、
第
四
章

「
共
同
体
の
力
」、
第
五
章

「
信
仰
の
力
」
と
題
さ
れ
て

整
合
性
を
持
つ
体
裁
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

の
章
の
副
題
に
、「
被
災
地

の
霊
的
体
験
に
な
ぜ
ひ
き
つ

け
ら
れ
る
の
か
」「
被
災
地

の
宗
教
者
は
霊
的
体
験
に
ど

う
対
処
し
た
の
か
」「
被
災

者
た
ち
は
亡
き
人
と
の
絆
に

ど
う
支
え
ら
れ
て
い
る
の

か
」
「
霊
的
体
験
の
地
域
差

は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
」「
被

災
地
の
外
か
ら
来
た
信
仰
者

は
霊
的
体
験
を
ど
の
よ
う
に

見
た
の
か
」
と
リ
サ
ー
チ
ク

エ
ス
チ
ョ
ン
が
付
け
ら
れ
て

い
る
の
で
、
各
章
の
問
い
と

問
題
の
所
在
が
明
白
に
な
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
誘
導
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
点
で
、
本
書

は
学
術
書
で
は
あ
る
が
、
一

般
書
の
よ
う
な
読
み
や
す
さ

や
明
白
さ
を
備
え
、
広
範
な

読
者
を
捉
え
る
門
構
え
を
示

す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
そ
の
中

身
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
東

日
本
大
震
災
に
つ
い
て
の
多

く
の
著
作
は
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ

ュ
や
聞
き
書
き
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
、
自
然
科
学
か
ら
社
会
学

や
人
文
学
ま
で
の
幅
広
い
専

門
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
問
い
か
け
が
さ
れ
て
き

た
。
学
問
領
域
も
プ
レ
ー
ト

テ
ク
ト
ニ
ク
ス
理
論
に
基
づ

く
地
球
科
学
や
実
用
的
な
防

災
工
学
や
現
代
の
都
市
伝
説

と
も
言
え
る
民
俗
学
的
な
伝

承
世
界
の
記
述
や
考
察
な

ど
、
多
様
で
多
彩
な
諸
種
の

試
み
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き

た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
被
災
地

に
お
け
る
「
霊
的
体
験
」
の

し
か
し
、
地
域
差
や
多
様
性

も
生
じ
て
来
る
。
阪
神
淡
路

大
震
災
と
の
違
い
も
露
出
す

る
。
そ
れ
ら
を
串
刺
し
し
て

表
象
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
と

い
う
。
そ
し
て
そ
の
「
物
語

的
現
実
」
に
関
わ
る
当
事
者

や
宗
教
者
や
一
般
市
民
な
ど

宗
教
心
理
学
に
根
差
す
体
系

的
な
死
生
学
的
研
究
と
し
て

本
書
は
最
初
の
ま
と
ま
っ
た

著
作
に
な
る
だ
ろ
う
。「
霊

的
体
験
」
を
語
ら
ざ
る
を
得

な
い
衝
迫
、
し
か
し
そ
の
語

り
は
文
化
的
な
型
や
形
式
や

概
念
枠
を
伴
っ
て
い
る
。
類

型
性
や
共
通
構
造
も
あ
る
。

「
霊
的
体
験
」を
統
一
的
に
把
握
す
る
宗
教
学
的
視
点

　 
震
災
十
年
、当
事
者
や
宗
教
者
の「
物
語
的
現
実
」の
様
相

鎌

田
　

東

二

る
宗
教
学
へ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
と
も
な
っ
て
い
る
。

多
く
の
読
者
が
宗
教
学
と
い

う
、
よ
う
や
っ
と
一
五
〇
年

近
く
に
な
る
学
問
分
野
に
関

心
を
寄
せ
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
で
き
る
。

　

評
者
に
と
っ
て
、
特
に
興

味
深
か
っ
た
の
は
、
岩
手
県

Ａ
市
の
信
号
待
ち
怪
談
と
宮

城
県
Ｂ
市
の
コ
ン
ビ
ニ
怪
談

の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の
違
い

と
そ
の
分
析
（
①
地
理
的
要

因
、
②
心
理
的
要
因
、
③
宗

教
的
要
因
）
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
霊
の
疫
病
モ
デ
ル
・
電

磁
波
モ
デ
ル
・
情
報
モ
デ
ル

と
い
う
分
類
視
点
も
興
味
深

い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
も
う

一
つ
、「
か
た
り
」（
型
り
・

象
り
）
と
「
は
な
し
」（
放

し
・
離
し
）
の
違
い
も
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
だ
が
、
例
え

ば
国
民
的
文
芸
と
言
え
る

『
平
家
物
語
』
な
ど
の
生
成

過
程
を
考
え
て
み
る
と
、

「
か
た
り
」
と
「
は
な
し
」

は
切
り
離
せ
な
い
相
補
的
な

統
一
的
に
把
握
す
る
宗
教
学

的
視
点
と
概
念
は
な
い
も
の

か
？

　

そ
れ
を
本
書
の
著
者
は

「
物
語
的
現
実
」
と
し
て
措

定
す
る
。「
物
語
的
現
実
」

と
し
て
の
霊
は
「
生
前
の
人

格
的
イ
メ
ー
ジ
＋
体
験
者
の

心
理
状
態
＋
既
存
の
集
合
的

の
フ
ェ
ー
ズ
を
浮
き
彫
り
に

し
、
立
体
的
に
そ
の
「
物
語

的
現
実
」
の
様
相
と
奥
行
き

を
示
し
て
い
く
。
そ
の
過
程

で
「
身
近
な
霊
」
と
「
未
知

の
霊
」
と
い
う
生
者
と
死
者

と
の
距
離
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
か

つ
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
）
を
切
り
分
け
る
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こ
と
で
ど
の
よ
う
な

違
い
が
生
じ
て
く
る

か
、
そ
れ
が
例
え
ば

Ａ
市
と
Ｂ
市
と
で
は

ど
の
よ
う
な
地
域
差

が
生
じ
て
く
る
か
な

ど
を
調
査
結
果
を
も

と
に
分
析
し
て
い

く
。
そ
の
分
析
と
考
察
は
ス

リ
リ
ン
グ
か
つ
イ
ン
タ
レ
ス

テ
ィ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

　

分
析
や
考
察
は
、
す
べ
て

具
体
的
な
調
査
研
究
に
よ
る

事
例
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い

く
の
で
、
著
者
た
ち
の
分
析

や
思
考
の
過
程
が
手
に
取
る

よ
う
に
見
え
て
、
そ
の
意
味

で
宗
教
学
的
探
究
の
特
質
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

関
係
性
が
あ
る
と
評
者
は
考

え
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
を
通
し
て
、
東
日
本

大
震
災
後
十
年
を
経
て
宗
教

学
か
ら
の
本
格
的
な
リ
ス
ポ

ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
「
か
た

り
」「
は
な
」
さ
れ
考
察
さ

れ
た
こ
と
を
し
か
と
受
け
と

め
た
い
と
思
う
。（
か
ま
た

・
と
う
じ
＝
上
智
大
学
グ
リ

ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任
教
授

・
宗
教
哲
学
）

　

★
た
か
は
し
・
は
ら
＝
東

北
大
学
大
学
院
准
教
授
・
宗

教
心
理
学
・
近
代
日
本
の
宗

教
学
。
東
京
大
学
大
学
院
人

文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程

修
了
。
博
士
（
文
学
）。
著

書
に
『
ユ
ン
グ
の
宗
教
論　

キ
リ
ス
ト
教
神
話
の
再
生
』

な
ど
。
一
九
六
九
年
生
。

　

★
ほ
り
え
・
の
り
ち
か
＝

東
京
大
学
大
学
院
教
授
・
死

生
学
・
宗
教
学
・
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
。
東
京
大

学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究

科
博
士
課
程
満
期
退
学
。
博

士
（
文
学
）。
著
書
に
『
ポ

ッ
プ
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
』『
歴
史
の
な
か
の
宗
教

心
理
学
』
な
ど
。
一
九
六
九

年
生
。

高
橋
　
原
・
堀
江
　
宗
正
著

死
者
の
力

津
波
被
災
地「
霊
的
体
験
」の
死
生
学

　
◇
周
司
あ
き
ら
『
ト
ラ
ン

ス
男
性
に
よ
る
ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
男
性
学
』（
四
六

・
二
二
〇
〇
円
・
大
月
書
店

・
12
月
20
日
刊
）
性
移
行
後

の
実
生
活
に
根
差
し
て
「
男

性
」
の
範
疇
で
ト
ラ
ン
ス
男

性
を
と
ら
え
直
す
と
と
も

に
、
当
事
者
の
視
点
か
ら
新

た
な
見
方
を
提
起
す
る
。

　
◇
ノ
ー
ム
・
チ
ョ
ム
ス
キ

ー
／
ロ
バ
ー
ト
・
ポ
ー
リ
ン

他
『
気
候
危
機
と
グ
ロ
ー
バ

ル
・
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
』
（
四
六
・
二
四
〇
〇

円
・
那
須
里
山
舎
・
12
月
18

日
刊
）
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
と
、

米
政
権
で
再
エ
ネ
投
資
計
画

を
監
督
し
た
ポ
ー
リ
ン
が
、

気
候
危
機
を
公
正
に
解
決
す

る
た
め
の
構
想
語
り
尽
く

す
。
（
早
川
健
治
訳
）

　
　（
仮
題
、
予
価
を
含
む
）


